














寛永17年 (1640年)には､平戸のオランダ商館の建造物の取 り壊 しの命令が下されたこ
と2)等が知られている｡ 以来､幕府の鎖国と禁教政策に沿って幕末期に至るまで洋式の建





















9棟 (図中○)である｡ それらは長崎市域の旧市街地即ち明治初期の第 1大区内に数多く
分布している｡ 明治初期､町村制の改革が行われ､大区 ･小区の制度が施行されたが､そ








































































































36 長崎大学教育学部紀要 教科教育 fh40(2003)
図 6 影照院跡の煉瓦門 図7 聖福寺の惜字亭














































38 長崎大学教育学部紀要 教科教育 N140(2003)
長崎市域旧市街地には大溝即ち総延長4.2kmの幹線下水路が6線17)設けられていた｡ 明







長崎では古 くから ｢えご｣と呼ばれている｡ 図12に示すように､寺町通 りの大溝に小形の
煉瓦造アーチ橋 (橋長2.7m､帽貞5.7m)が架かっている｡ 桜町通 りの大溝にはやや小形の
煉瓦橋 (横長1.5m､幅貞3.1m)がある｡ 2基のアーチ橋は何れも同じ煉瓦の積み方であっ










建造物名称 所 在 地 築 造 年 煉瓦の寸法 刻印種類 積 み 方
小菅船架器械小屋 長崎市小菅町 1866年 10.5×22.4×4.4 12 フランス積み
海底電線陸揚庫 長崎市小ケ倉町 1871年 10.7×22.0×4.7 18 イギリス積み
佐藤家石造倉庫 長崎市西泊町 10.5×21.8×4.7 1 イギリス積み
影照院跡煉瓦門 長崎市鍛冶屋町 ll.4×22.5×4.2 5 フランス積み
聖福寺惜字亭 長崎市玉園町
高林寺煉瓦門 長崎市鳴滝町 1876年 10.7×22.1×4.9 4
金星観測台基石 長崎市西山町 1874年 10.7×22.3×3.6 3
唐人屋敷跡煉瓦塀 長崎市稲田町 ll.0×22.2×4.2 12 イギリス積み
大浦天主堂煉瓦塀 長崎市南山手町 1864-79年 10.5×22.1×4.1 13 イギリス積み
煉瓦造アーチ橋 長崎市鍛冶屋町 1887年頃 10.9×22.8×6.0
煉瓦造アーチ橋 長崎市桜町 1887年頃 ll.0×23.0×6.0
十六番館煉瓦塀 長崎市南山手町 10.5×22.1×6.0 長手積み
マリア園煉瓦塀 . 長崎市南山手町 10.6×22.2×5.7 イギリス積み
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煉瓦積がある｡ 煉瓦の風化 ･侵食の程度は最大探さ約10cmに達 し､砂岩の風化 ･剥離も







































































































































19)富山智之 :長崎大学教育学部紀要 (教科教育学)第38号 (平成14年)69.
